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沖縄を「給て石Jに しない安全保障政策を求める意見書の提出を求める陳惰

(陳 |ギf趣髯)

米111統治 ドにおかれた沖絆岨が日本1預 |:ま法の適用を求めて日本に 1復サHI!tノ て今年で 50年です。しかし沖

縄では、今な芽,、 態法が定める巣本的人粘が陶かされている状況が統いています。このF嘲

')米 '1王

専用施設

の 70%以 上が|工1上 i百i横 0.60/oの 小さな沖縄に

'Wし

つけられており、この沖縄差別というほかない,F′ズ策が、

沖縄県Iミ の命と韓厳を激しく傷つけているからです。戦争の脅威が身近に感じられる今、沖縄を「給て石 |

にするかのような安4保障J女策は、断じて許されるものでありません。

沖れと味民は、選挙や劣tlt投票を含むあらゆる民主主義的方法を通して、このような政策の足iliを 求めて

きまし́た.2019年 の辺野占県民投票でも、県民は明陥に基地のlr‖ t/つ けにNOを示しま tン たoし かとノ、日

本社会はその,常 を無机と′続けており、田連の人れれ差別撤)充委興会も、このような基地の集中を「現代的な

形の人傾差

"11と

して政府にI]題解決を求めていをkす (2010イ Ii 4)16日 、卜山文ドキ!番 I CERD/CttPN/CO/3‐ 6)。

歴 !た を振 り返れば、|1本は、琉球を併合と″て以来、とぎれることなく沖縄を糠4夏ににする円策を続けてき

たのだと言え,ま す。沖縄戦では沖縄を「ホ li l防 衛のための 1拾 (石 |に t′ まし′たが、戦後も同様の構陳|を

維時するからです。リンフランシスコ甜和条約では、「木 lr lは 」々和慰法のもと工権をⅢJ復 しますが、沖縄

は ftt li」 からり,り 離され、米41Ч基地の島とされました。この時期、来地のない平和を熙iう
「
本にJの 1性諭

を背無に、多くの基地が 1木上|か ら沖縄へと移設されて行ったことを私たちは忘れてはなりません。沖紳1

がH木に「復サ‖ltノ た後t)、 沖縄の背【地負41,Ⅲl合 はむしろ高まりました。そして、現在も、県民の民意を無

視した辺野占力iぷ地建設がJn行 され、辟f西諮島 (琉球弧)企体の|1111・ 化が進あられています。

私たちが認識すべきは、このような沖縄を差月1す る田策を支身ぃてきたのは「木上Jの 日本人だというこ

とです。主|をli者 である″、たちH本人は、民主主義のプrュ セスを通し́て、このような沖朴じ差別を糾統と/て き

たのです。したがって、,、たち1本 ■|'の 日本人の ‐人ひとりこそ、この問題の当E111哲 であり、jtttF者ですょ

安全保障は|■|の 中独 !■■iな どという逃げlJ_と はもはや,逆用しませんψ

μ、たちは、これまでの差別的な政策を沖縄県民に繊IJ‖ し、臣1策 をブ)山転換させなくてはいけません。人
タク数の国民がH米安保条約の維持を望むのであれば、それ′を公平t公

||:に 負11することは当然のことです。

これまで沖縄に押つけてきた基地は 手本 L↓ に引き取り、米1ド 基地問題は公平・公 II:に 日本:全体の問題とし

て国民仝イオくで訥itt tノ 解決していくべきです。私たちが水めるべきは、仲は りも、沖縄を諜 _に しない安全

保障政策です。

以 liの ような観点から、喫緊の課題として、 ド記の事項にr)いて地方内治法第 99朱の規,定 による意ケと泄:

を田およびr司会に提||!さ れるように陳1古 し′ます。

(1妹 1亨∫〕貝日)

1,Ⅲ I幣tを 1捨てイi」 にした差別的な安全保障政策をやめること

2.辺野占新基地魁」設を断念すること

3.普天1世|ぶ地は 1木 L↓ に引き取り、日本全体で問題解決すること


